
問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　　　　（☎ 27-8240）多文化共生ひろば

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。
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お便りをくれた方

　私は日本に来て 2年以上になります。仕事は溶接です。日本での最初の配属先
は山梨県でした。３カ月が経った後に大分県に移ることになり、宇佐市に来まし
た。今の会社には外国人も日本人も友達がたくさんいて、みんな良い人ばかりです。
私が会話の内容を理解できないときは、理解できるまで根気強く教えてくれまし
た。日本語が下手なので不安になることもありますが、上手に話せるようになる
ために全力を尽くします。そして、今の会社で私は新たな知識と経験を得ること
ができました。
　日本はいつどこにいても美しく快適だと感じるので、と
ても興味があります。文化、お祭り、そして人々はとても
すてきです。この美しい国、日本にもっと長く滞在できれ
ばと思っています。
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爽やかな香り広がる

ゆずドレッシング

　院内中央公民館では、郷土に伝わる
四季折々の季節料理を伝えるため「味
の伝承講座」を実施しています。今回
は講座のおすすめレシピとして、院内
の特産品であるゆずをふんだんに使い、
爽やかな香りを生かしたドレッシング
をご紹介します。

【１】ゆずの皮を薄くむいて千切りにする（量はお好みで）。
【２】ゆずを横半分に切って果汁を搾る（ゆず１個につき、
果汁大さじ１程度が目安）。

【３】ボウルにＡ、１、２を入れてよく混ぜ合わせる。
※果汁の量を増やして、濃口しょうゆを減らすと減塩でき
ます。

☆サラダにかけるだけでなく、鶏肉に絡めて焼いたり、パ
スタにあえたりするのもおすすめです。市ホームページで
は、他のレシピも紹介しています。

・ゆず　２個
Ａ
・濃口しょうゆ　大さじ２
・砂糖　大さじ 2/3
・塩　ひとつまみ
・コショウ　少々
・オリーブ油　大さじ２

材料（６人分）

ゆずドレッシング

問合せ / 健康課 健康増進係（☎ 27-8137）

check!

https://www.city.usa.oita.jp/sougo/iryo_kenko_fukushi/syokuiku/syokuikureshipi/kyoudoryouri/22217.html
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　今回の市長コラム小藩分立のシリーズを通して使用した「近世宇佐郡領域支配の変遷（変遷図）」
です。

この変遷図は、江戸時代の宇佐郡の藩主や領地の変遷を示しています。

『新・宇佐ふるさとの歴史』 付属資料 参照

変遷図




